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臭化タリウム(TlBr)は原子番号が Tl で 81 番、Br で 35 番と高く、密度も 7.56 g/cm3 と高いため

にガンマ線吸収効率が非常に高い化合物半導体である。TlBr は室温で~1010 cm と高い抵抗率を

示すために、室温で動作可能なガンマ線検出器を TlBr から製作することができる。帯域精製法に

よって純化されたTlBr結晶はCdTe結晶に匹敵する電荷輸送特性を示す。TlBrの積は電子で~10-3 

cm2/V、正孔で~10-4 cm2/V 程度の値が報告されている。平行平板型の TlBr 検出器の場合、結晶中

の正孔の輸送特性によって検出器の厚さが制限されてしまうために、良好な分解能を得るために

は最大で 1 mm厚程度の検出器しか製作できない。この様な正孔の輸送特性の問題はCdTe、CdZnTe、

HgI2 等の化合物半導体を使用したガンマ線検出器にも見られる。この問題を解決する方法の一つ

に単極性電荷有感法がある。単極性電荷有感型の検出器では電子の移動が主に誘起電荷に寄与す

るために、検出器の厚さを電子の平均自由行程程度まで厚くすることができる。Coplanar grid 型

検出器は単極性電荷有感型検出器の一つで、CdZnTe 検出器に広く応用されている。本研究では

coplanar grid 型 TlBr 検出器の製作を行った。 

純度 99.999%の TlBr 粉末を素材として結晶育成を行った。素材を帯域精製法により純化し、帯

溶融法により結晶成長を行った。育成した結晶を切り出し、表面の研磨を行い、約 5×5×5 mm3

の TlBr 結晶を得た。結晶の一つの面に Tl を真空蒸着することにより約 5×5 mm2 の電極を形成し

た。対抗する面に coplanar grid 電極をマスクを用いて Tl を真空蒸着することにより形成した。製

作した coplanar grid 検出器を基板に固定し導電性の接着剤により導線を接続した。製作した

coplanar grid 型 TlBr 検出器の写真を図 1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 Coplanar grid 型 TlBr 検出器 

第 60 回応用物理学会春季学術講演会　講演予稿集（2013 春　神奈川工科大学）

Ⓒ 2013 年　応用物理学会

30a-A5-10

02-031


